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福島県青果物標準出荷規格実施要綱

昭和56年４月23日付56園第 1 8 6 号制 定
昭和57年３月29日付57園第 1 0 8 号一部改正
昭和58年４月12日付58園第 1 3 0 号一部改正
昭和59年６月14日付59園第 2 5 3 号一部改正
昭和62年３月18日付62園第 1 0 6 号一部改正
昭和63年３月５日付63園第 2 9 号一部改正
平成元年３月８日付元園第 1 3 8 号一部改正
平成２年３月12日付２園第 1 5 6 号一部改正
平成３年３月15日付３園第 1 7 3 号一部改正
平成４年３月30日付４園第 2 1 0 号一部改正
平成５年３月23日付５園第 1 6 7 号一部改正
平成６年３月３日付６園第 1 3 4 号一部改正
平成７年３月２日付７園第 9 9 号一部改正
平成８年２月29日付８園第 9 9 号一部改正
平成９年２月26日付９園第 7 4 号一部改正
平成11年２月16日付11園第 1 1 号一部改正
平成12年２月15日付12園第 2 号一部改正
平成14年３月１日付13園第 4 2 0 号一部改正
平成15年２月24日付14園第 6 5 2 号一部改正
平成22年４月１日付22生流第 9 0 号一部改正
平成26年６月13日付26生流第1025号一部改正
平成29年３月27日付28生流第4734号最終改正

（目的）

第１ この要綱は、生産から流通までの一貫した指導体制のもとで青果物の出荷規格を統

一し、これを普及することにより品質の向上と取引の公正、円滑化を図り、もって本県

青果物の声価を高め、農業経営の安定向上に資することを目的とする。

（定義）

第２ この要綱において「青果物」とは、県内において生産される果実、野菜、菌茸等及

び花きであって別表に掲げるものをいう。

２ この要綱において「出荷規格」とは、出荷する青果物の品位、大小及び包装等につい

ての基準をいう。

（県規格の設定）

第３ 知事は、福島県青果物標準出荷規格（以下「県規格」という。）を設定、改正又は

廃止するものとする。

２ 知事は、県規格に関する事項を調査審議させるため福島県青果物標準出荷規格協議会

（以下「協議会」という。）を置く。

３ 知事は、県規格を設定、改正又は廃止しようとするときは、あらかじめ協議会の意見

を聞くものとする。

４ 協議会の組織・運営等に関する事項については、別に定める。

（普及・指導）

第４ 知事は、県規格を設定、改正、又は廃止したときは、速やかにこれを周知するため

の措置を講ずるものとする。

２ 知事は、県規格の普及・指導を行うため地方指導班を置く。

-1-



-2-

３ 県及び出荷団体は、県規格を普及・徹底させるため必要な措置を講ずるものとする。

（県規格の遵守）

第５ 青果物を出荷しようとするものは、県規格により出荷するものとする。

２ 出荷団体等は、県規格により出荷しようとする青果物について自主検査を行うものと

する。

附 則

（略）

（別表）

果 実 もも、加工用もも、りんご、なし、ぶどう、かき、あんぽ柿、あんぽ柿（原

料）、すもも（プラム）、おうとう（さくらんぼ）、うめ、くり、キウイフル

ーツ、カリン、いちじく、西洋なし

野 菜 だいこん、小かぶ、にんじん、ごぼう、山うど、はくさい、ミニはくさい、

キャベツ、ほうれんそう、こまつな、ねぎ、小ねぎ、あさつき、みつば、し

ゅんぎく、にら、みょうが、つるむらさき、なばな、花わさび、春菜、オー

タムポエム、チンゲンサイ、モロヘイヤ、セリ、みず菜、ふきのとう、なす、

トマト、チェリートマト、きゅうり、かぼちゃ、ピーマン、ししとう、さや

えんどう、スナップエンドウ、グリーンピース、そらまめ、えだまめ、さや

いんげん、とうもろこし、レタス、リーフレタス、セルリー、カリフラワー、

ブロッコリー、アスパラガス、いちご、メロン、ばれいしょ、さといも、な

がいも、たまねぎ、にんにく

菌茸等 生しいたけ、乾しいたけ、生なめこ、ひらたけ、えのきたけ、マッシュルー

ム、わらび、干ぜんまい、たらの芽

花 き キク、スプレーギク、リンドウ、ユリ（新テッポウユリ・オリエンタルユリ）、

ストック、グラジオラス、カーネーション、宿根カスミソウ、スターチス、

トルコギキョウ、カラー（サンライト・ハイブリッド系）、シャクヤク、デ

ルフィニウム、バラ、ヒガンザクラ、ハナウメ、ハナモモ、ユキヤナギ、ユ

ーカリ、ヒマワリ、ダリア



福島県青果物標準出荷規格協議会運営要領

昭和５６年４月２３日付５６園 第１８７号制 定
昭和５７年３月２９日付５７園 第１０９号一部改正
昭和５９年６月１４日付５９園 第２５４号一部改正
平成 ６年３月 ３日付 ６園 第１３４号一部改正
平成 ８年２月２９日付 ８園 第 ９９号一部改正
平成１５年５月１４日付１５生流第３０１号一部改正
平成２０年４月 １日付２０生流第 ３９号一部改正
平成２２年４月 １日付２２生流第 ９０号一部改正
平成２３年６月 ２日付２３生流第５８１号一部改正

（趣旨）

第１ この要領は、福島県青果物標準出荷規格実施要綱第３の規定に基づき、福島県青果

物標準出荷規格協議会（以下「協議会」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を

定める。

（組織）

第２ 協議会は、委員１５名以内をもって組織し、委員は次に掲げる者のうちから知事が

委嘱する。

(1)青果物の生産者の代表者

(2)青果物の取扱業者の代表者

(3)青果物の加工業者の代表者

(4)学識経験者

(5)関係行政機関の職員

（任期）

第３ 委員の任期は、２年とする。

ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は前任者の残任期間とする。

（協議会の役員）

第４ 協議会に会長を置き、会長には福島県農産物流通課長をあてる。

２ 会長は、会務を総理する。

３ 会長に事故あるときは、あらかじめ会長の指名する委員がその職務を代理する。

（専門部会）

第５ 協議会に、会務に係る専門的事項を分掌させるため果実、野菜、特用林産及び花き

の専門部会を置く。

２ 部員は、関係する機関・団体等の職員のうちから福島県農林水産部長が委嘱する。

３ 委員の任期に関する規定は、部員の場合に準用する。

４ 専門部会は、福島県農林水産部農産物流通課の主幹（流通消費担当）にあるものが会

議を総理する。
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（会議）

第６ 会議は、委員会及び専門部会とする。

２ 会議は、福島県農林水産部長が招集する。

（庶務）

第７ 協議会の事務局は、福島県農林水産部農産物流通課に置く。

（補則）

第８ この要領に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、別に定める。

附 則

（略）



福島県青果物標準出荷規格設定の基本的な考え方

１ この規格は、本県の規格を統一するための標準的規格であり、従来の取引慣習等を考

慮し、かつ、取引の合理化及び流通経費の節減に資するため出来るだけ簡素化の方向で

改善し、逐次全国統一の標準出荷規格に近づけていくものとする。

２ この規格は、産地元詰時を対象として品位、大小及び包装に関する規定を定めたが、

基準量目の他に自然減耗相当分を見込んで元詰する等して、実際に取引価格が形成され

る消費地においてもこの規格の要件が確保できるように努めるものとする。

３ この規格は、品位、大小及び包装の三要件のほか、円滑な取引に資するための必要最

少限度の表示事項を定めたが、その趣旨は次のとおりとする。

(1)品位基準（品質区分）

品位区分では、規格品と格外品に区分し、品位、大小の劣る格外品は原則として出

荷をしない。

規格品の等級呼称は、全体の等級呼称を統一する方針のもとに果実、果実的野菜に

ついては秀・優等を、野菜、菌茸・山菜類についてはＡ・Ｂ、花きについては秀・優

を用いた。

(2)大小基準（形量区分）

大小区分は、従来の取引慣習、選別機の現状等を考慮して、市場における評価に便

利となるように種類ごとに適宜定めた。

(3)包装基準

産地及び市場情勢により、商品性向上等のための包装合理化が逐次進められている

ので、一応従来の荷造方法によるものについては各品目毎に容器の種類、大きさ、強

度等を定めることとし、今後の包装改善・合理化の進展に対応して変更するものとす

る。
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福島県青果物標準出荷規格の共通事項

１ ダンボールの封緘について

ダンボールの封緘については、異物混入防止や廃棄物処理の省力化の観点から、

できるだけ糊付け又はテープ止めによるものとする。





も も

第１ 欠点果の定義

１ この規格において重欠点果とは、次に掲げるものをいう。

ア 異 品 種 果 品種間相互をそれぞれ異品種果とする。

イ 腐敗変質果 果肉が腐敗し、または変質しているもの。

ウ 未熟果または過熟果

糖度、硬度または色沢により熟度が著しく不十分と認められるも

のを未熟果とし、硬度または色沢により熟度が著しく進行してい

ると認められるものを過熟果とする。

エ 病 虫 害 果 病虫害の被害が果肉に及んでいるもの。

オ 傷 害 果 雹害、切傷、突傷、圧傷等のあるもの。ただし、損傷の軽微なも

のは除く。

カ その他の重欠点果

軽欠点果に属する事項で、その被害の程度が特に著しいもの。

２ この規格において軽欠点果とは、次に掲げるもので重欠点果に該当しないものをい

う。

ア 外観不良果 形状不良（核割れを含む。）のもの、色沢不良のもの又は被害が

果皮にとどまる薬害若しくは病虫害の被害等により外観の劣るも

の。

イ 軽微な傷害果 すり傷等重欠点果に属さない傷があるもの。

ウ その他の軽欠点果

欠点程度の軽微なもの。
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第２ 規格

１ 品位基準

⑴ 一般選果

等級
特秀 秀 赤秀

事項

大きさの階級区分のいず

玉ぞろい
れかに該当し、異なる大

同 左 同 左
きさ区分のものが混入し
ないもの。

別表に掲げる品種にあっ 別表に掲げる品種にあっ 別表に掲げる品種にあっ
ては、同表特秀級に定め ては、同表秀級に定める ては、同表赤秀級に定め

色 沢
る着色割合に適合し、そ 着色割合に適合し、その る着色割合に適合し、そ
の他の品種にあっては品 他の品種にあっては品種 の他の品種にあっては品
種固有の熟色優秀なも 固有の熟色優良なもの。 種固有の熟色良好なも
の。 の。

重欠点果 混入しないもの。 同 左 同 左

軽欠点果 ないもの。 ほとんどないもの。 おおむねないもの。

（注） (1)早生品種については、特秀と秀（特秀に次ぐもの）等級で出荷することもできる。

(2)「赤秀」等級は赤インクによる「秀」表示もできる。

（別表）着色割合

等級
特秀 秀 赤秀

品種

白 鳳 70％以上 50％以上 20％以上

あ か つ き 80 〃 60 〃 40 〃

川中島白桃 80 〃 60 〃 40 〃

ゆ う ぞ ら 70 〃 50 〃 20 〃

ま ど か 80 〃 60 〃 40 〃
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⑵ 光センサー選果

等級
特秀 秀 赤秀

事項

大きさの階級区分のいず

玉ぞろい
れかに該当し、異なる大

同 左 同 左
きさ区分のものが混入し
ないもの。

色 沢 着色優秀なもの。 着色優良なもの。 着色良好なもの。

重欠点果 混入しないもの。 同 左 同 左

軽欠点果 ないもの。 ほとんどないもの。 おおむねないもの。

糖 度 12度以上 10度以上 混合

（注）(1)特秀のもののうち、特に品質の優れたものを「特選」とすることができる。

(2)早生品種については、特秀と秀（特秀に次ぐもの）等級で出荷することもできる。

（名称）光センサーで選果したももを「光センサーもも」と称する。

なお、「赤秀」等級は赤インクによる「秀」表示もできる。

２ 一果の等級別基準

等級
特秀 秀 赤秀

事項

形 状 秀でたもの。 優れたもの。 良好なもの。

黒星病等の斑点性病害に
あっては殆どないもの、

病 害 虫 被害のないもの。 同 左 その他の病害虫にあって
はその被害が果皮にとど
まり目立たないもの。

裂傷、打傷等の生傷及び

傷 害 被害のないもの。 同 左
圧傷のないもの、枝ずれ
等のすり傷にあっては目
立たないもの。

核 割 れ ないもの。
外観から殆ど核割れが認 外観から核割れが目立た
められないもの。 ないもの。

日 焼 け ないもの。 同 左 目立たないもの。

（注）一果の等級別基準は、上記のとおりとするが、欠点の度合いによっては若干の伸

縮を許容し、複数の欠点を有するものは、それらを総合して等級を判定するものと

する。
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３ 大小基準

〔も も〕

事項
基 準 果 重

階級区分

個
13 390 g 以上 430 g 未満
15 350 〃 390 〃
16 310 〃 350 〃
18 280 〃 310 〃
20 250 〃 280 〃
22 230 〃 250 〃
25 200 〃 230 〃
28 180 〃 200 〃

（注）基準果重150g以上180g未満のものについては１箱30又は32個とすることができる。

〔ネクタリン〕

品種 品種
小 果 系 の 品 種 大 果 系 の 品 種

事 事
項 項

階級 基 準 果 重 階級 基 準 果 重
区分 区分

個 個
22 230 g 以上 18 280 g 以上 310 g 未満
25 200 〃 230 g 未満 20 250 〃 280 〃
28 180 〃 200 〃 22 230 〃 250 〃
30 150 〃 180 〃 25 200 〃 230 〃
32 140 〃 150 〃 28 180 〃 200 〃
36 125 〃 140 〃 30 150 〃 180 〃

32 140 〃 150 〃

（注）大果系の品種は、基準果重310g以上のものを１箱15又は16個とすることができる。

小果系の品種…ヒラツカレッド等

大果系の品種…フレーバートップ、ファンタジア、秀峰
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４ 包装基準

ア ダンボールケースの規格

種 型 材 質 寸 法 強 付 ヌ

備 考
表ライ 中 芯 裏ライ 長さ 幅 深さ

別 式 ナ ー ナ ー 度 属 キ

g g g ㎜ ㎜ ㎜ kg
5 kg 白K2 高さ5mm単位
一般 Ａ式 220 ZS 200 K2 220 460 305 85～ 474 無 無 とする。
用 105

5 kg 白K2
予冷 Ａ式 280 ZS 200 K2 220 460 305 85～ 561 〃 〃
用 105

イ パックの穴寸法

穴 数 穴の直径 穴の深さ 穴数 穴の直径 穴の深さ

㎜ ㎜ ㎜ ㎜
13 92 45 25 75 39
15 88 45 28 71 37
16 86 44 30 69 38
18 83 43 32 66 38
20 80 43 36 61 36
22 78 42

ウ 荷造方法

容 量 標準重量５kgとする。ネクタリンの30個以下の標準重量は4.5kgとする。

詰 方 パック等に平詰めとする。

箱の底部に片ダンを敷き、パックを入れて各穴に玉詰め、又はフルーツ

キャップ詰めとする。詰め終われば、上面にスチロールネット等を十分あ

てる。

２個詰め、３個詰めなどのフルーツパック詰めとすることができる。
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エ コンテナ

出荷容器としてのコンテナ（量目5㎏・8㎏）を用いることができる。

第３ 表示

品種名、等級、階級及び出荷者名をつま面（一方）中央部及びふた面に表示し、ふた面に

はつま面表示と同寸法により、外向き表示する。

ただし、階級区分の表示は、玉数表示とする。

150㎜

50㎜ 50㎜ 50㎜

15㎜ 品 種 等 級 階 級

80㎜
65㎜
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加 工 用 も も

１ 品位基準

種類・ 缶 詰 用
等級 果汁用（ネクター用）

事項 秀 優

品種固有の形状で核割
形状良好で変形果、核

形 状
果のないもの。

割果の目立たないも 規制しない。
の。

果肉に紅色および果皮
果肉に紅色及び果皮に

色 沢
に日焼けのないもの。

日焼けの目立たないも 〃
の。

傷 害
病虫害および外傷のな 病虫害および外傷のは 病虫害及び外傷等により果汁
いもの。 なはだしくないもの。 が抽出していないもの。

熟度斉一で白肉種は適
適熟のもので腐敗性のないも

熟 度 熟４日前位のもの。 同左に準ずるもの。
の。

黄肉種は適熟のもの。

形量区分のいずれかに 形量区分のいずれかに
玉 揃 該当し異品種の混入し 該当し異品種の混入の 規制しない。

ないもの。 目立たないもの。

（注） 缶詰用（白肉種）は、有袋栽培とする。

２ 大小基準

種 類 階級区分 基 準 果 重 荷 造 方 法

白
２Ｌ 230 g以上280 g未満 標準平箱８㎏詰めとし、必要により緩衝効

缶
肉

Ｌ 190 〃 230 〃 果良好な資材を用いる。

種
Ｍ 140 〃 190 〃 品種、規格、量目、月日、出荷者、団体名

を明記した責任票を入れる。
詰

黄
２Ｌ 240 g以上280 g未満 入目 ５％

肉
Ｌ 200 〃 240 〃

用
種

Ｍ 150 〃 200 〃
Ｓ 130 〃 150 〃

果 汁 用 120 g以上
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り ん ご

第１ 欠点果の定義

１ この規格において重欠点果とは、次に掲げるものをいう。

ア 異 品 種 果 品種間相互をそれぞれ異品種果とする。

イ 腐敗変質果 果肉が腐敗又は変質しているもの。

ウ 病 虫 害 果 病虫害の被害が果肉に及んでいるもの。

エ 未 熟 果 澱粉含量、糖度、硬度、色沢等により成熟度が著しく不十分と認められ

るもの。

オ 傷 害 果 雹害、裂傷、切傷、刺傷、圧傷等のあるもの。ただし、損傷の軽微なも

のを除く。

カ その他の重欠点果

成熟以前の落果を人工着色したもの、委凋したもの、異物の付着が著し

いもの、又は軽欠点果に属する事項でその欠点程度が特に著しいもの。

２ この規格において、軽欠点果とは、次に掲げるもので重欠点果に該当しないものを

いう。

ア 外観不良果 品種固有の果形がくずれたもの。

さびのあるもの。

すす病、黒点病、かいがらむし等の病害虫の被害が果皮にとどまる

もの又は付着しているもの。

日焼、薬害、さかさ実等で外観の劣るもの。

イ その他の軽欠点果

つる抜け、その他欠点程度の軽微なもの。
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第２ 規格

１ 品位基準

⑴ 一般選果

等級 特秀 秀 優 良
事項

別表に掲げる品種 別表に掲げる品種 別表に掲げる品種 別表に掲げる品種
であって、別表特 にあっては、別表 にあっては、別表 にあっては、別表
秀級に定める着色 秀級に定める着色 優級に定める着色 良級に定める着色

色 沢 割合に適合し、品 割合に適合し、そ 割合に適合し、そ 割合に適合し、そ
種固有の熟色最も の他の品種にあっ の他の品種にあっ の他の品種にあっ
優秀なもの。 ては品種固有の熟 ては品種固有の熟 ては品種固有の熟

色優秀なもの。 色優良なもの。 色良好なもの。

大きさの階級区分
のいずれかに該当

玉ぞろい し、異なる大きさ 同 左 同 左 同 左
区分のものが混入
しないもの。

重欠点果 混入しないもの。 同 左 同 左 同 左

軽欠点果 ないもの。
ほとんどないも おおむねないも はなはだしくない
の。 の。 もの。

（別表）着色割合

等級
特秀 秀 優 良

品種

あ か ね 80 ％ 以 上 70 ％ 以 上 50 ％ 以 上 30 ％ 以 上
さ ん さ 70 〃 50 〃 30 〃 20 〃
つ が る 50 〃 30 〃 20 〃 微 色
千 秋 70 〃 50 〃 30 〃 20 ％ 以 上
紅 玉 80 〃 70 〃 50 〃 30 〃
ジョナゴールド 70 〃 50 〃 30 〃 20 〃
陽 光 80 〃 70 〃 50 〃 30 〃
ふ じ 80 〃 60 〃 40 〃 20 〃
シナノスイート 70 〃 50 〃 30 〃 20 〃
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⑵ 光センサー選果

等級
特秀 秀 赤秀

事項

色 沢 着色優秀なもの。 着色優良なもの。 着色良好なもの。

大きさの階級区分のいず

玉ぞろい
れかに該当し、異なる大

同 左 同 左
きさ区分のものが混入し
ないもの。

重欠点果 混入しないもの。 同 左 同 左

軽欠点果 ないもの。 ほとんどないもの。 おおむねないもの。

糖 度
11度以上

混合
（ふじは13度以上、王林は12度以上）

（注）特秀のもののうち、特に品質の優れたものを「特選」とすることができる。

（名称）光センサーで選果したりんごを「光センサーりんご」と称し、サンふじに

ついては、「光センサーサンふじ」として出荷することができる。

なお、「赤秀」等級は赤インクによる「秀」表示もできる。
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２ 一果の等級別基準

等級
特秀 秀 優 良

事項

形 状 特に秀でたもの。 秀でたもの。 優れたもの。 良好なもの。

肩に上がらず目立 肩に上がりその周 肩に上がりその周
つるさび たないもの。 囲の1／5以下のも 囲の1／3以下のも 同 左

の。 の。

その他の ほとんどないも 平滑で散在してお 平滑で果面の1／3 果面の1／3以下の
の。 り総合して果面の 以下のもの。 もの。

さ び 1／5以下のもの。

日 焼 ないもの。
薄桃色で長径1.0 薄桃色で長径2.0 はなはだしくない
㎝以下のもの。 ㎝以下のもの。 もの。

病はんが５個以下 病はんが10個以下 病はんが15個以下

黒 点 病 ないもの。
で、かつそのいず で、かつそのいず で、かつそのいず
れもが長径0.3㎝ れもが長径0.3㎝ れもが長径0.3㎝
以下のもの。 以下のもの。 以下のもの。

被害が殆ど果肉に 被害が殆ど果肉に
その他の

被害のないもの。 被害のないもの。
及ばないもので、 及ばないもので、

病 虫 害 目立たないもの。 はなはだしくない
もの。

刺傷、打傷、圧傷 刺傷、打傷、圧傷 刺傷、打傷、圧傷
等及び枝ずれ等の 等がないもの。枝 等が軽微なもの。

傷 害 損傷のないもの。 ずれ等の損傷にあ 同 左 枝ずれ等の損傷に
っては目立たない あってははなはだ
もの。 しくないもの。

つる抜けがあって
つるぬけ 認めない。 同 左 同 左 も色沢が秀級のも

の。

さかさ実 認めない。 同 左 目立たないもの。 はなはだしくない
もの。

その他の ないもの。 殆どないもの。 目立たないもの。 はなはだしくない
欠 点 もの。

（注） 一果の等級別基準は上記のとおりとするが、欠点の度合いによっては若干の伸縮を

許容し、複数の欠点を有するものは、それらを総合して等級を判定するものとする。
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３ 大小基準

品 種
ふじ・つがる・ジョナゴールド・
さんさ・王林・千秋・陽光・シナノ
スイート

量 目 標 準 10 ㎏ 詰

詰 段 数 二 段 詰

事 項 パック穴数 １ 箱 玉 数 基 準 果 重

13個 26個 410 g
14 28 380
16 32 335

数 量 18 36 300
20 40 270
23 46 230
25 50 215
28 56 185

品 種 あかね・紅玉

量 目 標 準 10 ㎏ 詰

詰 段 数 二 段 詰

事 項 パック穴数 １ 箱 玉 数 基 準 果 重

16個 32個 310 g
18 36 275
20 40 250

数 量 23 46 215
25 50 200
28 56 175
30 60 165

（注）１ 階級区分の表示は、玉数表示とする。

２ ふじ・つがる類の大小基準に12個（箱24個、基準果重430g）、11個（箱22個、

基準果重480g）を設けることができる。

３ 基準果重の許容範囲は各基準の概ね±10g程度とする。
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４ 包装基準

ア ダンボールケースの規格

種 型 材 質 寸 法 強 付 ヌ

備 考
表ライ 中 芯 裏ライ 長さ 幅 深さ

別 式 ナ ー ナ ー 度 属 キ

10㎏ g g g ㎜ ㎜ ㎜ ㎏
用 Ａ式 白K2 ③ 160～ 無 無 高さ10㎜単位

220 BS 125 K2 220 430 360 210 713 とする。

10㎏ 白K2
用 Ａ式 220 ZS 200 K2 280 430 360 160～ 〃 〃

210 524

（注）手掛穴付

イ 荷造方法

量 目 標準重量５㎏又は10㎏とする。

詰 方 パックに平詰とし、5㎏は1段詰め、10㎏は2段詰めとする。

箱の底部に片ダンを敷き、パックを入れ各穴に玉詰めする。その上に

スチロールネットと片ダンを敷きパックを入れ各穴に玉詰めする。詰め

終われば、上面にスチロールネット等を敷き、片ダンを十分あてる。

ウ コンテナ

出荷容器としてコンテナを用いることができる。

第３ 表示

品種名、等級、階級、標準重量及び出荷者名をつま面（一方）手掛穴の下方中央部に表示

するとともに、ふた面には品種、等級、階級をつま面表示と同寸法により、外向に表示する。

55㎜ 55㎜ 55㎜ 55㎜

35㎜ 品 種 等 級 階 級 標 準 重 量

70㎜

220㎜
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な し

第１ 欠点果の定義

１ この規格において重欠点果とは、次に掲げるものをいう。

ア 異 品 種 果 品種間相互をそれぞれ異品種果とする。

イ 腐敗変質果 果肉が腐敗又は変質しているもの。

ウ 未熟果及び過熟果

糖度、硬度、色沢等により成熟度が著しく不十分と認められるもの

を未熟果とし、硬度又は色沢により成熟度が著しく進行しているも

のを過熟果とする。

エ 病 虫 害 果 病虫害の被害が果肉に及んでいるもの。

オ 傷 害 果 雹害、裂傷、切傷、圧傷等のあるもの。ただし、損傷の軽微なもの

は除く。

カ その他の重欠点果

軽欠点果に属する事項で、その欠点程度が特に著しいもの。

２ この規格において軽欠点果とは、次に掲げるもので重欠点果に該当しないものをい

う。

ア 外観不良果 形状不良、さび、日焼け、薬害、被害が果皮に止まる病害虫の被害

等で外観の劣るもの。

イ 軽微な傷害果

すり傷等重欠点果に属さない傷があるもの。

ウ その他の軽欠点果

生理障害その他欠点程度の軽微なもの。

第２ 規格

１ 品位基準

⑴ 一般選果

等級
特秀 秀 赤秀

事項

大きさの階級区分のい

玉ぞろい
ずれかに該当し、異な

同 左 同 左
る大きさ区分のものが
混入しないもの。

重欠点果 混入しないもの。 同 左 同 左

軽欠点果 ほとんどないもの。 ほとんどないもの。 おおむねないもの。

（注）「赤秀」等級は赤インクによる「秀」表示もできる。
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⑵ 光センサー選果

等級
特秀 秀 赤秀

事項

大きさの階級区分のいず

玉ぞろい
れかに該当し、異なる大

同 左 同 左
きさ区分のものが混入し
ないもの。

色 沢 着色優秀なもの。 着色優良なもの。 着色良好なもの。

重欠点果 混入しないもの。 同 左 同 左

軽欠点果 ほとんどないもの。 ほとんどないもの。 おおむねないもの。

糖 度 11度以上 9度以上

（注）特秀のもののうち、特に品質の優れたものを「特選」とすることができる。

（名称）光センサーで選果したなしを「光センサーなし」と称する。

なお、「赤秀」等級は赤インクによる「秀」表示もできる。
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２ 一果の等級別基準

等級
特秀 秀 赤秀

事項

形 状 秀でたもの。 優れたもの。 良好なもの。

さ び 目立たないもの。
果面の1/5以下で赤道 果面の1/3以下ではなは
部以下で軽微なもの。 だしくないもの。

青なし
目立たないもの。 果面の1/5以下で軽微 果面の1/3以下ではなは

日 焼
なもの。 だしくないもの。

赤なし
目立たないもの。 果面の1/3以下で軽微 果面の1/3以下ではなは

なもの。 だしくないもの。

青なし
目立たないもの。 果面の1/10以下で軽微 果面の1/5以下ではなは

薬 害
なもの。 だしくないもの。

赤なし
目立たないもの。 果面の1/3以下で軽微 果面の1/3以下ではなは

なもの。 だしくないもの。

被害のほとんどないも
被害が果肉に及ばないも

病 虫 害 被害のないもの。
の。

のではなはだしくないも
の。

刺傷、打傷等の損傷が 刺傷、打傷等の損傷が 刺傷、打傷等の損傷が軽

傷 害
ないもの。また、すれ ないもの。また、すれ 微なもの。また、すれ等
等が目立たないもの。 等が軽微なもの。 がはなはだしくないも

の。

その他の欠点
ないもの。 ほとんどないもの。 はなはだしくないもの。

（ゆず肌等）

（注）一果の等級別基準は、上記のとおりとするが、欠点の度合いによっては、若干の

伸縮を許容し、複数の欠点を有するものは、それらを総合して等級を判定するもの

とする。
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３ 大小基準

品種 二十世紀・幸水・豊水・あきづき

量目 標準５㎏詰

詰段数 一段詰

階級区分 基準果重 旧階級区分

個
８ 580ｇ以上

９ 510 g 以上 580 g 未満

10 450 〃 510 〃

12 400 〃 450 〃 ４Ｌ

14 350 〃 400 〃 ３Ｌ

16 310 〃 350 〃 ２Ｌ

18 270 〃 310 〃 Ｌ

20 235 〃 270 〃 Ｍ

22 215 〃 235 〃 Ｓ

（注） 幸水は、基準果重215g以下のものを24個詰、または25個詰とすることができる。

品種 新 高

量目 標準５㎏詰

詰段数 一段詰

階級区分 基準果重

個
5 990 g 以上
6 830 〃 990 g 未満
7 730 〃 830 〃
8 615 〃 730 〃
9 580 〃 615 〃
10 530 〃 580 〃
11 480 〃 530 〃
12 410 〃 480 〃
13 380 〃 410 〃
14 350 〃 380 〃
16 310 〃 350 〃
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４ 包装基準
ア ダンボールケースの規格

種 型 材 質 寸 法 強 付 ヌ

備 考
表ライ 中 芯 裏ライ 長さ 幅 深さ

別 式 ナ ー ナ ー 度 属 キ

g g g ㎜ ㎜ ㎜ ㎏
10㎏ Ａ式 白K2 ③ 160～ 無 無 高さは5㎜単位
用 220 BS 200 K2 200 460 310 210 707 とする。

10㎏ Ａ式 白K2 ZS 200 K2 280 460 310 160～ 519 〃 〃
用 220 210

5 ㎏ Ａ式 白K2 ZS 200 K2 280 460 310 100～ 519 〃 〃
用 220 130 （新高用）

5 ㎏ Ａ式 白K ZS 200 K 280 460 310 90～ 519 〃 〃 (幸水・豊水・
用 220 120 二十世紀用)

（注）手掛穴付

イ 荷造方法

量 目 標準重量5ｋｇ又は10ｋｇとする。

詰 方 パックに平詰とし、5ｋｇは１段詰め、10ｋｇは２段詰めとする。

青なしは、箱の底部に片ダン又は貼合せ資材を敷き、パックを入れて各

穴に玉詰めする。その上にスチロールネットと片ダン又は貼合せ資材を

敷き、パックを入れ各穴に玉詰めする。詰め終われば、上面に、スチロ

ールネット、片ダン、両ダン又はエアキャップもしくは貼合せ資材等を

十分あてる。

赤なしは、パックを入れて各穴に玉詰めする。その上に片ダン又はエア

キャップをのせてパックを入れ各穴に玉詰めする。詰め終われば、上面

に片ダン又はエアキャップ等を十分あてる。

ウ コンテナ

出荷容器としてコンテナ（量目5㎏・10㎏）を用いることができる。
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第３ 表示

品種名、等級、階級区分、標準重量及び出荷者名をつま面（一方）手掛穴の下方中央部に

表示するとともに、ふた面には品種名、等級、階級区分をつま面表示と同寸法により外向き

に表示する。

55㎜ 55㎜ 55㎜ 55㎜

30㎜ 品 種 等 級 階 級 標 準 重 量

50㎜

220㎜
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ぶ ど う

第１ 欠点果の定義

１ この規格において重欠点果とは、次に掲げるものをいう。

ア 異 品 種 果 巨峰、ピオーネ、高尾、シャインマスカット等を品種とし、品種間相互

をそれぞれ異品種果とする。

イ 腐敗変質果 腐敗したもの及び硬化、萎縮等により変質したもの。

ウ 未 熟 果 糖度、色沢等により成熟度が著しく不十分と認められるもの。

エ 病 虫 害 果 病虫害の被害の認められるもの。

オ 傷 害 果 裂傷、切傷、圧傷等のあるもの。

カ その他の重欠点果

軽欠点果に属する事項で、その欠点程度が特に著しいもの。

２ この規格において軽欠点果とは、次に掲げるもので重欠点果に該当しないものをいう。

ア 外観不良果 病虫害の被害、さび等によって外観の劣るもの。

第２ 規 格

１ 品位基準

等級
秀 優 良

事項

房の形状
品種の特性を備え着色が 品種の特性を備え、粒ぞろ

及 び
最も良く、熟度が適熟か いの良いもの。

同 左

粒ぞろい
つ整一であり、粒ぞろい

の最も良いもの。

重欠点果 混入しないもの。 同 左 同 左

軽欠点果 混入しないもの。 著しく混入しないもの。
混入の程度が優に次ぎ、商

品性を有するもの。

（注） ネオマスカットは、糖度が秀級16度以上、優・良級は15度以上のもの。
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２ 一果の等級別基準（高尾・巨峰）

等級
秀 優 良事項

果 粒 の 色 沢 全部紫黒色 ほとんど紫黒色 ほぼ紫黒色

房 の 着 位
適度

ほぼ適度 同 左（つるの見えないもの）

果粉（ブルーム） 大変良いもの 良いもの 同 左

さ び 汚 染 ないもの 目立たないもの 同 左

病虫害・単為結果 ないもの 同 左 同 左

糖 度 17度以上
高尾 15度以上

15度以上巨峰 17度以上

（注）事項の「単為結果」は有核栽培に限る。
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３ 大小基準

⑴ ５㎏キャリー

品種 巨峰、ピオーネ、高尾、シャインマスカット 等

事項
階級

果 房 数
１ 房 の １ 粒 の

区分 基準重量 基準重量

２ Ｌ 9 以 下 570 g 以上 14 g 以上

450 g 以上～ 10 g 以上～
Ｌ 10 ～ 11

569 g 未満 13 g 未満

390 g 以上～ 8 g 以上～
Ｍ 12 ～ 13

449 g 未満 10 g 未満

340 g 以上～ 7 g 以上～
Ｓ 14 ～ 15

389 g 未満 8 g 未満

310 g 以上～ 6 g 以上～
２ Ｓ 12 ～ 13

439 g 未満 7 g 未満

（注） １ 高尾の一房重量が600g以上のものは、７果房数を「３Ｌ」として出荷することもで

きる。

２ パック詰め出荷もできる。

⑵ ２㎏詰め

等級は秀・優のみとする。

品種 巨峰、ピオーネ、高尾、シャインマスカット 等

階級 事項

区分 果 房 数 １ 房 の 基 準 重 量 一 粒 の 基 準 重 量

２Ｌ ４ 470 g以上550 g未満 12 g以上

Ｌ ５ 400 〃 469 〃 10 〃 12 g未満
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４ ダンボールケースの規格

種 型 材 質 寸 法 強 付 ヌ

備 考
表ライ 中 芯 裏ライ 長さ 幅 深さ

別 式 ナ ー ナ ー 度 属 キ

g g g ㎜ ㎜ ㎜ ㎏
４㎏ 組立 白K2
用 式 220 BS 160 K2 220 420 280 115 － 有 有

コート
１㎏ － ボール BS 125 Ｃ 270 195 140 85 － 無 無
用 270

（注） 出荷容器としてコンテナ（量目６㎏・８㎏）を用いることができる。

第３ 表 示

外装には、品種名、等級、階級、量目及び出荷者名又は商標を表示するものとする。

-29-



か き

第１ 欠点果の定義

１ この規格において、重欠点果とは、次に掲げるものをいう。

ア 異 品 種 果 品種間相互をそれぞれ異品種果とする。

イ 腐敗変質果 果肉が腐敗し、または変質しているもの。

ウ 未熟または過熟果

糖度、肉質または色沢により成熟度が著しく不十分と認められる

ものを未熟果とし、肉質または色沢により成熟度が著しく進行し

ていると認められるものを過熟果とする。

エ 病 虫 害 果 病虫害による被害が果肉に及んでいるものをいう。

オ 傷 害 果 突傷、切傷または打傷等の生傷、圧傷のあるもの。ただし、損傷の

軽微なものは除く。

カ その他の重欠点果

軽欠点果に属する事項で、その被害程度が特に著しいもの。

２ この規格において軽欠点果とは、次に掲げるもので重欠点果に該当しないものをい

う。

ア 外観不良果 形状不良、色沢不良、被害が果皮に止まる病虫害の被害等で外観の

劣るもの。

イ その他の軽欠点果

へたすき、その他欠点程度の軽微なもの。

第２ 規格

１ 品位基準

等級
特秀 秀 赤秀

事項

大きさの階級区分のい 品種ごとに形量の大き 品種ごとに形量の大きさ
ずれかに該当し、異な さ区分のいずれかに該 区分のいずれかに該当

玉ぞろい る大きさ区分のものが 当し、異なる大きさの し、異なる大きさの区分
混入せず形状、色沢お 区分のものが混入せず、 のものが混入せず、形状、
よび熟度が優秀なもの。 形状、色沢および熟度 色沢および熟度が良好な

が優良なもの。 もの。

重欠点果 混入しないもの。 同 左 同 左

軽欠点果 混入しないもの。 ほとんどないもの。 おおむねないもの。

（注）「赤秀」等級は赤インクによる「秀」表示もできる。
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２ 一果の等級別基準

等級
特秀 秀 赤秀

事項

外 観 形状、色沢とも優秀な 形状、色沢とも優良な 形状、色沢とも良好な
もの もの もの

被害が殆ど果肉に及ば 被害が殆ど果肉に及ば
病 虫 害 ないもの ないもので目立たない ないもので、はなはだ

もの しくないもの

刺傷、打傷等の生傷、 刺傷、打傷等の生傷が

傷 害 ないもの
圧傷がないもの。すり 軽微なもの。すり傷等
傷等の損傷にあっては の損傷にあってははな
軽微で目立たないもの はだしくないもの

へたが果肉に接着し、

ヘ タ 隙
へたを上げなければ、

軽微なもの 同 左
へた隙が認められない
もの

その他の欠点 ないもの 殆どないもの はなはだしくないもの

（注）一果の等級別基準は上記のとおりとするが、欠点の度合いによっては、若干の伸
縮を許容し、複数の欠点を有するものは、それらを総合して等級を判定するものと
する。

３ 大小基準

品 種 会津身不知、平核無 蜂 屋 系

階級区分 基 準 果 重

５Ｌ － 390g以上
４Ｌ － 330g 〃 390g未満
３Ｌ 260g以上310g未満 290g 〃 330g 〃
２Ｌ 220g 〃 260g 〃 260g 〃 290g 〃
Ｌ 190g 〃 220g 〃 220g 〃 260g 〃
Ｍ 160g 〃 190g 〃 190g 〃 220g 〃
Ｓ 130g 〃 160g 〃 160g 〃 190g 〃
２Ｓ 100g 〃 130g 〃 －
３Ｓ － －

（注） 平核無にあっては、基準果重が310ｇ以上のものを４Ｌとすることができる。

会津身不知にあっては、基準果重が310g以上350ｇ未満のものを４Ｌ、350ｇ

以上のものを５Ｌとすることができる。
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４ 包装基準
⑴ ダンボールケースの規格

種 型 材 質 寸 法 強 付 ヌ

備 考表ライ 中 芯 裏ライ 長さ 幅 深さ
別 式 ナ ー ナ ー 度 属 キ

会 津 g g g mm mm mm kg
身不知 Ａ式 白K2 ③ 無 無
10㎏ 220 BC 125 K2 220 440 220 230 671

会 津
身不知 Ａ式 K2 ZS 200 K2 280 375 300 150 547 〃 〃
7.5㎏ 220

会 津
身不知 Ａ式 白K2 ZS 200 K2 280 380 306 85 503 〃 〃
3.5㎏ 220

蜂 屋
Ａ式 白K2 ③ K2 220 430 295 160 692 〃 〃

10㎏ 220 BS 125

平核無
Ａ式 白K2 ZS 200 K2 280 360 300 180 534 〃 〃

10㎏ 280

平核無
Ａ式 白K2 ③ K2 220 390 310 140 684 〃 〃

7.5㎏ 220 BS 125

平核無
Ａ式 K2 ZS 200 K2 280 390 300 135 551 〃 〃

3.5㎏ 220

（注）量目５㎏とすることができる。

⑵ 荷造方法
量 目 10㎏・7.5㎏・５㎏
詰 方 果梗を基部から切り取り、玉数により平詰または車詰とする。
脱 渋 1箱当たり脱渋用アルコールの使用量は、樹齢、熟度、天候等により加

減する必要があるが、10㎏の基準量は次のとおりとする。

品 種 脱渋用アルコールの度数 散 布 量 備 考

会津身不知 35 度 140 ～ 150㏄

蜂 屋 35 度 60 ㏄

平 核 無 35 度 110 ～ 120㏄
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第３ 表示

ア ダンボールケース

品種名、等級、階級、容量、出荷者名又は商標名をつま面（一方）手掛穴の下方中央

部にゴム板又は刷版をもって表示すると共に、脱渋用アルコール使用年月日を明記する

こと。ふた部は、等級、階級のみとし、寸法はつま面表示の５分の４程度とする。

60㎜ 60㎜ 60㎜ 60㎜

30㎜ 品 種 等 級 詰 日 荷 印

35㎜

130㎜

30㎜ 容 量 階 級

35㎜

240㎜

イ 木箱

品種名、等級、階級、容量、出荷者名又は商標名をつま面にゴム板又は刷版をもって表

示すると共に、脱渋用アルコール使用年月日を明記すること。
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